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要　旨
　栃木県那須烏山市大木須遠下地区において、モウソウチクの侵入が周辺群落に与える影響を
明らかにすることを目的として、竹林の分布、竹林面積の時系列変化、モウソウチク侵入前線
の林分構造を調べた。竹林の分布図を作成した結果、本地区の竹林の約 35％がモウソウチク
林によって占められていた。1975 年と 2004 年の空中写真判読の結果、地区全体のモウソウチ
ク林面積は 29 年間でほとんど変化していなかった。しかし、個々のモウソウチク林の中には
隣接する森林に侵入したものもみられた。無利用の広葉樹林に侵入したモウソウチクの侵入前
線の林分構造を調べた結果、主として 10cm 未満の小径木が枯死する傾向が見られた。このよ
うな広葉樹の枯死は、主としてモウソウチクが侵入して広葉樹より高い林冠を形成したことに
よる光環境の悪化が原因であると考えられた。また、モウソウチクの侵入によって、木本種の
多様性の減少とともに、いくつかの群落では、出現植物相に変化がみられた。以上のことから、
本地区ではモウソウチク林の分布拡大は顕在化していないものの、モウソウチク林の周辺群落
への侵入は、モウソウチクより低い樹木の枯死を招き、ひいては木本種の多様性の低下をもた
らすと考えられた。
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ABSTRACT
　This study aimed to delineate the effect of invasion of Phyllostachys pubescens stands into neighboring 
forests in Ohgisu-Toshimo, Nasukarasuyama, Tochigi Prefecture. We made a distribution map of 
bamboo stands and assessed the changes for 29 years of the stand area using aerial photographs taken 
in 1975 and 2004. We also surveyed the stand structures at the front of invasion of the P. pubescens 
stands into adjacent forests. The map indicated that P. pubescens stands occupied approximately 35 % 
of the bamboo stands in the area. The analysis of aerial photographs showed none of significant range 
expansion of total area of P. pubescens stands. However, in some individual stands invasion of P. 
pubescens into neighboring forests were observed. Analyses of stand structure and spatial distribution 
at the front of the invasion indicated that the broad-leaved trees with less than 10 cm of diameter largely 
tended to be dead. The dead of trees might be mainly caused by the deterioration of light condition by the 
invasion of P. pubescens culms. The decrease of tree species diversity was also occurred by the invasion 
and the change of species composition was observed in some invaded stands. In conclusion, the invasion 
of the P. pubescens led to the dieback of trees lower than invaded culms and reduced tree species 
diversity in the stands.
Key Words: Aerial photograph, Phyllostachys pubescens, Tree species diversity, Invasion, Stand 
structure
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はじめに
　竹林はかつて食用タケノコ栽培のほかに、農山村に
おける様々な用途（農業用の支柱、農機具、生活用資材、
補助的建築材など）に用いられたため、民家の周囲に
植栽され、利用頻度の高い時代には定期的な伐採が行
われていた 21)。しかし、近年、竹材の代替資材の普及
や輸入タケノコの増加によって、次第に竹林は放置さ
れるようになり、農山村の過疎化や後継者不足がさら
に竹林放置に拍車をかけているといわれている 21)。
　モウソウチク（Phyllostachys pubescens Mazel ex J. 
Houz.）は 1736 年に渡来した帰化植物である 1)。近年、
放置されたモウソウチク林の分布拡大が西日本各地の
里山地域を中心に顕在化してきており、その研究事例
が多数報告されている 12, 19, 21)。一方、東日本の里山地
域においては千葉県での研究 17）以外に研究事例がほ
とんどないのが現状である。この理由として、西日本
では商業的なタケノコ・竹材生産林が多く見られるの
に対し 21)、東日本に分布するモウソウチク林の多くは
自家消費用として小面積に植栽されたものであること
が考えられる 7)。しかし、現在東日本でもモウソウチ
ク林の利用が行われず、分布拡大が進行している可能
性が指摘されている 17）。
　那須烏山市大木須遠下地区は、栃木県の八溝山地に
位置し、森林、集落、用水路、農地が一体となった里
山景観が広がっており、モウソウチク林をはじめとす
る竹林が多数存在している。したがって、この地域で
モウソウチク林の状況について詳細な調査をすること
は、東日本の里山地域におけるモウソウチクの分布拡
大の現状を示す研究事例として意義あるものと考えら
れる。
　竹林の分布拡大を捉えるために空中写真を用いた研
究事例が多数報告されているが 12, 19, 20, 21)、空中写真判
読では下層植生が読み取れないこと 10)、モウソウチ
クよりも高い林冠の下にモウソウチクの侵入が起こる
と判読できないこと、枯死木の分布など侵入前線の詳
しい林分構造が分からないことが欠点と考えられる。
モウソウチクは地下茎で繁殖し、地上に出てから 2、
3 ヶ月で 1 本の竹として成長を完了する 5）といった、
生態的種間競争の場において周囲の樹木などよりも有
利な特性をもっている。したがって空中写真解析に加
えて、モウソウチク侵入前線における林分構造に関す
る生態学的な調査が必要と考えられる。
　本研究では、東日本の里山地域である大木須遠下地
区において、モウソウチクの侵入が周辺群落に与える
影響を明らかにすることを目的として、竹林の分布、
竹林面積の時系列変化、モウソウチク侵入前線の林分
構造について調べた。
調査地および方法
１．調査地
　本研究は栃木県那須烏山市で行った。同市は、栃木
県北東部に連なる八溝山麓のほぼ中央、那須野ヶ原丘
陵地帯の南端に位置している。那須山系を源とする那
珂川が同市の北から南へ貫流しており、八溝山地（鷲
子山塊）が標高 250m 内外で那珂川にせまっている。
那珂川の浸食により、八溝山地には多くの谷が形成さ
れ、集落、棚田、谷津田などがみられる里山景観が広
がっている。本研究はその一地区である大木須遠下地
区（北緯 36°37´15.0˝、東経 140°13´09.6˝）を調査
対象地区とした（図 -1）。対象地区は、典型的な太平
洋側の内陸型気候であり、調査地に最も近い気象庁の
那須烏山観測所の気象データによると、2010 年にお
ける年平均気温は 13.3℃、年間降水量は 1588.0mm、
寒暖の差は大きいものの、全体的には温暖な地域であ
る。
２．竹林分布図の作成
　竹林の分布図を作成するため、大木須遠下地区
に 分 布 す る モ ウ ソ ウ チ ク、 マ ダ ケ (Phyllostachys 
bambusoides Siebold et Zucc.)、 ハ チ ク [P. nigra (G. 
Lodd. ex Lindl.) Munro var. henonis (Mitford) Stapf ex 
Rendle]、クロチク (P. nigra var. nigra) の竹林を対象
として、携帯用 GPS（GPSMAP60CSx，GARMIN 社）
を用いて周囲を踏査測量した。タケの密度や林冠の占
有状況にかかわらず、竹林の最も外側にあるタケの稈
を目視により確認し、これらのタケの位置をたどって
外周を囲った。竹林の外周をたどる際には、タケの伐
採跡地などに見られるササ状に矮小化したタケについ
ては除外した。竹林が再生する上で、このような矮小
化した小型の稈の存在は非常に重要な役割を果してい
るとされる（小林，私信）。しかし、本研究では景観
レベルの竹林分布図の作成を目的としたため、成長し
たタケの稈の有無に着目した。
　踏査によって得た GPS データを基に TNTmips 2010
（MicroImages 社，USA）を用いて分布図の作成およ
び竹林面積の算出を行った。
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図－ 1　調査した竹林（№ 1〜 31）とベルトトランセク
ト（a〜 d）の位置図
利用とはタケノコ採集、竹の伐採などの人為を指す。（a）利用有モウソウチ
ク林；（b）利用無広葉樹林；（c）利用無スギ人工林；（d）利用有広葉樹林
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３．空中写真判読
　大木須遠下地区における竹林の面積変化を調べるた
めに、空中写真判読を行った。判読は 2 つのオルソフ
ォトを用いて行った。1 つは、国土地理院 1975 年撮
影の空中写真（CKT − 74 − 10C6A − 59,CKT − 74
− 10C6A − 60,CKT − 74 − 10C6A − 61）のデジタ
ルデータ（解像度 1,270dpi ）を基に TNTmips2010 を
使用して作成した大木須遠下地区周辺の簡易オルソフ
ォト 9) である。もう 1 つは、国土地理院撮影の 2004
年の空中写真から作成された市販のオルソフォト（ア
クリーグ株式会社製）である。
４．モウソウチク林の侵入前線の林分構造
林分構造調査
　調査は Okutomi et al.14）および Saroinsong et al.16）を
参考に、林分構造を調査するためのベルトトランセク
トを、モウソウチク利用のあるモウソウチク林（利用
有モウソウチク林）（プロット a）、モウソウチクが無
利用の広葉樹林（利用無広葉樹林）（プロット b）、モ
ウソウチクが無利用のスギ Cryptomeria japonica 人工
林（利用無スギ人工林）（プロット c）、モウソウチク
利用のある広葉樹林（利用有広葉樹林）（プロット d）
の 4 箇所に設置した（図 -1；表 -1）。ここでいう ｢利
用｣ とは、タケノコ収穫や稈の伐採といったモウソウ
チクに対する利用を指すものと定義した。また、無利
用のモウソウチク林と、モウソウチク利用のあるスギ
人工林は存在しなかったため取り扱わなかった。
　利用有モウソウチク林として、10m × 10m（水平
距離、以下同様）の方形プロットを広葉樹林への侵入
が進んだモウソウチク林に設置した（図 -2a）。利用無
広葉樹林として、10m × 60m のベルトトランセクト
を、モウソウチクの広葉樹林への侵入前線に設置した
（図 -2b）。利用無スギ人工林として、10m × 40m のベ
ルトトランセクトを、モウソウチクのスギ人工林への
侵入前線に設置した（図 -2c）。利用有広葉樹林として、
10m × 30m のベルトトランセクトを、モウソウチク
の広葉樹林への侵入前線に設置した（図 -2d）。さらに、
各ベルトトランセクトを 10m × 10m のサブプロット
に細分した。サブプロット 1 が竹林の中心に最も近い
プロットで、進入最前線のサブプロットはそれぞれ利
用無広葉樹林が b-6、利用無スギ人工林が c-4、利用
有広葉樹林が d-3 である。各調査地の過去の利用状況
については、利用無広葉樹林は 20 年ほど前までは落
葉かきを毎年行っていたが、現在は落葉かき、モウソ
ウチクの伐採、タケノコ採集のいずれも行われておら
ず、10 年ほど前からモウソウチクの侵入が始まった。
利用無スギ人工林においても、モウソウチクの伐採、
タケノコ採集等は行われておらず、10 年ほど前から
モウソウチクの侵入が始まった。
毎木調査
　胸高直径にかかわらずすべてのモウソウチクの稈年
齢、胸高直径（cm）（以下、DBH）、樹高（m）を記
録した。モウソウチクの稈年齢は、新鮮な皮とともに
節および節間に白い粉状のワックス様物質が付いてい
るものを 1 年生とした。また、皮が付いていないか古
い皮が付いていて、かつ白い粉状のワックス様物質が
節に残っているものを 2 年生とし、1 年生と 2 年生以
外のものを 3 年生以上とした。モウソウチク以外の木
本植物については、DBH5cm 以上の種名、DBH、樹
高を記録した。萌芽や二股の個体の樹高については最
も高い幹のみを測定した。さらに、モウソウチクと
DBH5cm 以上の木本植物の全立木の位置図を作成し、
XY 座標上にプロットした。
植生調査
　植生調査は利用有のモウソウチク林においては 10m
× 10m の方形区内で、それ以外のベルトトランセク
トでは、竹林の中心に最も近い 10m × 10m の方形区
（サブプロット 1；図 -4 参照）と、竹林の進入方向
に向かって 2 つとなりの方形区、すなわち 20m から
30m の区画（サブプロット 3）の 2 箇所でそれぞれ行
った。合計 7 箇所で植生調査を行い、種名、被度、階
層を記録した。被度の判定は、Braun-Blanquet の優占
度階級 3) を用い、+、1、2、3、4 および 5 の 6 段階で
行った。
５．聞き取り調査
　調査地区内の竹林所有者 17 戸にその利用状況につ
いての聞き取り調査を行った。調査項目として、タケ
を植栽した場合その時期と目的、タケを最も利用して
いた時期の利用目的と利用頻度、タケを利用しなくな
った年代と理由、現在の竹林の利用目的と利用頻度、
現在竹林となっている場所の元の植生、を調べた。
栃木県那須烏山市におけるモウソウチク林の分布と周辺群落への侵入
図－ 2　各ベルトトランセクトの林況
（a）利用有モウソウチク林（撮影日 2010/11/14）、（b）利用無広葉樹林（撮
影日 2010/9/3）、（c）利用無スギ人工林（撮影日 2010/10/7）、（d）利用有広
葉樹林（撮影日 2010/9/2） 
表－ 1　林分構造調査プロットの概況
本研究で用いる「利用」とは、タケノコ収穫や稈の伐採といったモウソウチ
クに対する利用と定義した。
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６．データ解析
竹林の拡大率
　年あたりの竹林の拡大率（%/year）は以下の式によ
り求めた。
　　竹林の拡大率（%/year）=
　ここで、At1 および At2 はそれぞれ t1 年および t2 年
における竹林面積を表す。
木本種の多様性の解析
　各ベルトトランセクトにおいて、毎木調査を行った
10m × 10m のサブプロットの木本種の多様性を評価
するために、鈴木 18）を参考に、モウソウチクの胸高
断面積合計と Simpson 多様度指数 2）、Shannon-Wiener
指数 8）の関係を調べた。なお、この相関解析はＲ
2.9.215) を用いて行った。
結果
１．竹林の分布図と地形
　竹林の位置図を図 -1 に示した。構成種が 1 種のみ
の竹林と複数種の竹が混じった混交林の両方が見ら
れた。モウソウチク林は 11 箇所、マダケ林は 13 箇
所、ハチク林は 2 箇所、マダケ・ハチク混交林は 3 箇
所、その他は 2 箇所の計 31 箇所であった。種ごとの
林分面積は、広い順にマダケが 1.68ha、モウソウチク
が 1.50ha、マダケ・ハチク混交林が 0.97ha、ハチクが
0.075ha、その他（モウソウチク・マダケ混交林とハ
チク・クロチク混交林）が 0.059ha であり、竹林の総
面積は 4.29ha であった。竹林は大木須遠下地区の面
積（190.67ha）の約 2.2％を占め、竹林面積における
モウソウチクの面積割合は約 35% であった。モウソ
ウチクは民家または過去に民家であった場所のすぐ近
くに分布している場合が多かった。
２．空中写真判読による竹林の面積変化
　1975 年、2004 年のいずれのオルソフォト上でも判
読可能で、かつ現地踏査において当該の竹林であると
確認できた 12 箇所の竹林を対象に空中写真判読を行
い、その面積変化を図 -3 に示した。全竹林においては、
9 箇所で拡大、3 箇所で減少が見られたが、拡大のう
ち 7 箇所、減少のうち 2 箇所で変化が 0.1ha 以上あっ
た。モウソウチク林では 6 箇所中 3 ヶ所（竹林番号 6, 
28, 30）で拡大、1 箇所は変化が 0.1ha 未満（竹林番号
5）、2 箇所（竹林番号 2, 11）で減少が見られ、1 年あ
たりの拡大率は -0.2％であった。一方、マダケは 1 年
あたりの拡大率は 8.0％と大幅に増加していた。
３．モウソウチク林の侵入前線の林分構造
モウソウチク侵入林分の状況
　各ベルトトランセクトにおける 10m × 10m のサブ
プロットごとの樹木位置図を図 -4 に示した。また、
各プロットにおける DBH5cm 以上の木本植物の幹と
モウソウチクの稈の本数をサブプロットごとに集計し
たグラフを図 -5 に示した。
　利用有モウソウチク林ではモウソウチクの密度が、
すべてのサブプロットの中で最も高かったが、生存広
葉樹が 13 個体見られた（図 -4a, 5a）。利用無広葉樹林
では、最もモウソウチクの稈数が多い b-1 では生存広
葉樹が 3 個体しか見られなかった。また、ベルトトラ
図－ 3　1975 年および 2004 年の空中写真判読によって
求めた竹林面積の変化
竹林番号は図− 1 を参照。
図－ 4　各ベルトトランセクトにおける樹木位置図
（a）利用有モウソウチク林、（b）利用無広葉樹林、（c）利用無スギ人工林、（d）
利用有広葉樹林；下線を付したサブプロットは植生調査を行ったプロットを
示す。
図－ 5　各ベルトトランセクトにおけるサブプロットごと
の各種幹数
（a）利用有モウソウチク林、（b）利用無広葉樹林、（c）利用無スギ人工林、（d）
利用有広葉樹林；ライン下部はモウソウチクを、ライン上部はモウソウチク
以外の樹種を示す。
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ンセクト内で枯死広葉樹が 24 個体見られ、全体的に
広葉樹の枯死個体が多く見られた（図 -4b,5b）。利用
無スギ人工林では、最もモウソウチクの稈数が多い
c-1 でも生存スギが 21 個体見られた。また、ベルトト
ランセクト内でスギの枯死個体は 5 個体のみで、全体
的にスギの枯死は少なかった（図 -4c,5c）。不定期に
モウソウチクの伐採が入る利用有広葉樹林でも、最も
モウソウチクの稈数が多い d-1 において生存広葉樹が
1 個体のみと最も少なかった（図 -4d,5d）。
林分構造
　各ベルトトランセクトにおいて、生存樹木と生存モ
ウソウチクの樹高を比較した（図 -6）。利用無スギ人
工林では、スギが高木層を占有し、モウソウチクは亜
高木層を占有しているのに対し（図 -6c）、利用有モウ
ソウチク林（図 -6a）、利用無広葉樹林（図 -6b）、利
用有広葉樹林（図 -6d）では、樹木とモウソウチクが
ほぼ同じ樹高階にあった。
　利用無広葉樹林においては、モウソウチク以外の広
葉樹枯死個体の多くは先折れや幹折れが生じていたた
め、その樹高を評価できなかった。そこで、広葉樹の
枯死個体と生存個体の差異を直径階によって評価した
（図 -7）。その結果、主に直径が 10cm 未満の個体が枯
死する傾向が見られた。
木本種の多様性
　利用有モウソウチク林、利用無広葉樹林、利用有
広葉樹林におけるモウソウチクの胸高断面積合計と
Simpson 多様度指数、Shannon-Wiener 指数との関係を
図 -8 に示した。モウソウチクの胸高断面積合計が大
きくなるにつれて、Simpson 多様度指数は有意に減少
し た（r= − 0.83, p<0.05）。 ま た、Shannon-Wiener 指
数も同様の傾向が見られた（r= − 0.81, p<0.05）。また、
各プロットにおける出現植物種数を図 -9 に示した。
いずれのプロットも竹林の進入前線に近いサブプロッ
ト 3 よりも、竹林の中心部に近いサブプロット 1 で出
現種数が少なかった。
　利用有広葉樹林と利用無広葉樹林における出現種
の組成についてみると、サブプロットのモウソウチ
クの本数密度が増加するとともに、低木、草本層の
バイカツツジ Rhododendron semibarbatum やヤマツツ
ジ Rhododendron kaempferi、コシアブラ Acanthopanax 
sciadophylloides、タカノツメ Evodiopanax innovans と
いった光要求度の高い林床植物の消失、または被度の
減少が見られた。また、モウソウチクの胸高断面積合
計が最も高い利用有モウソウチク林では低木、草本層
にはヒサカキ Eurya japonica、アオキ Aucuba japonica、
シラカシ Quercus myrsinaefolia、モミ Abies firma など
耐陰性の強い種が大部分を占めていた。利用無スギ人
工林では、出現植物種数や被度の減少が見られたが、
出現種はもともとシラカシ、チャノキ Thea sinensis、
図－ 6　各ベルトトランセクトにおけるサブプロットごと
の樹高階分布
（a）利用有モウソウチク、（b）利用無広葉樹林、（c）利用無スギ人工林、（d）
利用有広葉樹林
図－ 7　利用無広葉樹林における広葉樹の生存、枯死個体
の直径階分布
図－ 8　モウソウチクの胸高断面積合計と木本の種多様性
の関係
横軸は対数目盛で示した。相関係数は全データ（N=10）を用いて算出した。
図－ 9　各ベルトトランセクトのサブプロットにおける出
現植物種数
ベルトトランセクトの記号については表− 1 を参照。
栃木県那須烏山市におけるモウソウチク林の分布と周辺群落への侵入
144
アオキなどの耐陰性の高い植物が中心であり、竹林化
に伴う出現植物相の大きな変化は見られなかった（付
表 -1）。
４．竹林の利用状況
　20 箇所の竹林について聞き取り調査を行うことが
できた。聞き取り調査の結果の詳細は付表 -2 に示し
た。マダケ、ハチクは詳しい植栽記録などは不明で、
モウソウチクは大正から昭和といった比較的近年に植
栽されたことが分かった。マダケは昔、籠屋が籠の材
料として毎年伐採に来ており、食用、萱葺き屋根、農
業用資材（はざがけ、野菜の支柱など）、垣根など、
生活のあらゆる道具に利用されていた。現在の用途は
食用と農業用資材のみであった。ハチクは今も昔も食
用のみであった。モウソウチクは、昔は食用のほか、
調理用の串や桶のたが、排水パイプなどに使われてい
たが、現在は食用としての利用のみであった。
考　察
１．大木須遠下地区の竹林の分布と拡大
　大木須遠下地区では、竹林は 0.002 ～ 0.57ha、平均
0.14ha の小規模の竹林が多数分布していた。西日本
の大阪府岸和田市における 1992 年の平均竹林面積は
5.4ha13）であることを考えると、大木須遠下地区の竹
林の規模はかなり小さかった。これは、西日本ではタ
ケノコや竹材の商業的生産が盛んな地域があった一方
で 19）、本調査地では、聞き取り調査の結果、昔から
小規模の竹林が一戸に一箇所程度の割合でしか存在し
なかったとされたことから、西日本と本調査地の竹林
の利用規模の違いを反映したものと考えられる。
　空中写真判読から求められた竹林面積は、モウソウ
チクがスギ林の林冠下に侵入して空中写真では判読で
きない場合もみられたことから、実際よりも狭く評価
している可能性は高いが、大木須遠下地区の 1975 年
から 2004 年までの 29 年間におけるモウソウチク林
の 1 年あたりの拡大率は -0.2％とほとんど変化は見ら
れなかった。西日本におけるモウソウチクを主とし
た竹林の拡大率（%/year）は 3.2％および 8.3％（1978
～ 1985 年）19）、3.0 ～ 4.6％（1970 年代～ 1980 年代）
20)、4.9％（1982 ～ 2003 年；林・山田 4）のモウソウチ
クのデータを基に計算）であり、本調査地はこれと比
べて小さかった。鳥居 20）によれば、竹林面積が 0.5ha
未満の小さな竹林では面積の増加率がやや小さい傾向
にあるとされる。したがって、西日本と本調査地にお
ける竹林の拡大率の違いは、上述のような両地域の
竹林の利用規模の違いに由来しているものと考えられ
る。
　個々のモウソウチク林についてみると、29 年間で
面積の減少した竹林も増加した竹林もみられた。その
利用様式についてみると、そのほとんどはタケノコ採
りが毎年行われており、一部では年数回の竹材の利
用がなされていた（付表 2）。分布拡大した竹林で利
用が停止した竹林は 1 つだけであった（竹林番号 6）。
このように、大木須遠下地区では、必ずしも竹林の利
用の有無や頻度と分布拡大に関連性があるとは考えら
れなかった。したがって、竹林の分布拡大を制御する
要因として、生育地の気温や雨量、局所的な地形条件
による竹林の生育速度の違いなども考慮する必要があ
ると考えられる。
２．モウソウチク林の侵入前線周辺の林分構造
　モウソウチクが広葉樹林に侵入している利用無広葉
樹林では、特に小径木、すなわち樹高の低い広葉樹の
枯死が顕著にみられた（図 -4, 5, 7）。したがって、広
葉樹の枯死の原因は、広葉樹とモウソウチクの樹高が
ほぼ同じであったことから、光をめぐる競争の結果生
じたものと考えられる。スギ人工林で枯死が少なかっ
た原因は、スギが高木層を占有し、モウソウチクが亜
高木層を占有するため、スギの光環境が悪化しなかっ
たためと考えられる。大木須遠下地区ではスギの若齢
林にモウソウチクが侵入している場所は見られなかっ
たが、スギの樹高がタケよりも小さい造林地では、す
べての造林木が被害を受けていたとの報告もある 22）。
一方、タケ以上の樹高をもつスギ林では、被圧や枯死
などの被害は受けていなかったとされる 22）。さらに、
24 年生のヒノキ Chamaecyparis obtusa 人工林にモウソ
ウチクが侵入した結果、ヒノキの樹高をモウソウチク
が上回り、ヒノキの枯死が見られたという報告 23）や、
ヒノキの斜面上部 2 ｍ範囲内に出現するモウソウチク
は、ヒノキの樹冠に明らかな影響を及ぼすとの報告 6）
も見られる。このように、広葉樹林、スギ人工林、ヒ
ノキ人工林など里山でよく見られる森林については、
モウソウチクの侵入によって枯死するかどうかは侵入
先の森林の林冠高がモウソウチクの稈高 15 ～ 16m6, 22, 
23) 以上を持つかで決まるものと考えられる。
３．東日本の里山地域におけるモウソウチク林の侵入
が周辺群落に与える影響
　モウソウチクが広葉樹林に侵入した場合、モウソウ
チクの胸高断面積合計や本数密度が大きくなるほど木
本種の多様性が低下した。この傾向は、広島県 18）や
三重県で行われた研究 11) と一致した。この理由とし
て、モウソウチクがその稈高以下の樹木を被圧するこ
とによって、枯死木が増加し、樹木の新規加入が制限
され、光要求度の高い林床植物が減少し、アオキ、シ
ラカシといった耐陰性の高い種のみ残存するためと考
えられる 11, 18)。スギやヒノキといった針葉樹人工林に
侵入した場合では、モウソウチクの稈高以下の樹木と
下層の植物種数の減少をもたらすが、本研究の利用無
スギ人工林で見られたように、もとの人工林と竹林化
後の光環境の変化が少ない場合は、出現植物相の変化
は起こりにくいものと考えられる。
　以上のように、本調査地ではモウソウチク林の分布
拡大は顕在化していないものの、個々のモウソウチク
林についてみると、モウソウチク林の周辺群落への侵
入がみられた。そして、侵入したモウソウチク稈は、
その稈高以下の樹木の枯死をもたらし、上層木が生き
残った場合でも、モウソウチクが下層植生を被圧する
ため、木本種の多様性の減少とともに、侵入する群落
によっては、出現植物相に変化をもたらすと考えられ
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た。
おわりに
　本研究ではモウソウチク林を中心に調査を行った
が、大木須遠下地区ではモウソウチクよりもマダケ、
ハチク林の急速な分布拡大も見られた（図 -3）。これ
らのマダケ林には利用されたマダケ林（付表 -2；竹
林番号 20, 29）もみられたことから、今後はマダケの
分布拡大に関する要因や経時的調査が必要と考えられ
る。
　昨今、タケ類は持続可能な生物資源として注目され
ている。那須烏山市に隣接する茂木町では、堆肥の原
料として町内で伐採されたタケの粉砕チップを利用す
る取り組みが始まっている。里山地域での竹林の分布
拡大が顕在化する前に、成長が早く、毎年採集できる
有効な資源としてタケを継続的に利用していく社会的
取り組みが求められている。
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付表－ 1　各ベルトトランセクトの種組成と被度
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付表－ 1．つづき
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付表－ 1．つづき
ベルトトランセクトの記号については表− 1 を参照
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付表－ 2　聞き取り調査結果詳細
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付表－ 2．つづき
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付表－ 2．つづき
竹林番号については図 -1 を参照。
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